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はじめに 

文部科学省科学技術試験研究委託事業「数学アドバンストイノベーションプラットフォーム」(AIMaP: 
Advanced Innovation powered by Mathematics Platform)は、「数学・数理科学と諸科学・産業との協働に
よるイノベーション創出のための研究促進プログラム（略称：数学協働プログラム)」(中核機関：統計数
理研究所、H24 28 年度）で構築されたネットワーク型研究基盤を引き継ぎ、平成 29 年度より 5 年間か
けて数学・数理科学と諸科学分野・産業との協働を推進する組織的な取り組みです。九州大学マス・フォ
ア・インダストリ研究所（IMI）が幹事拠点となり、全国 12 の数学・数理科学機関と協力体制を築き、
諸科学・産業界に潜在する数学・数理科学へのニーズを積極的に発掘して、問題解決にふさわしい数学・
数理科学研究者との協働による研究を促進する仕組みを構築することを目標としています。 
 当事業の一環として、2021 年 3 月 20 日と 3 月 21 日の二日間 AIMaP チュートリアル「新型コロナウ
イルス感染症にかかわる諸問題の数理」をオンライン開催いたしました。これは諸科学や産学官、異なる
分野や立場のフロントランナーの方々にご登壇いただき、2020 年 10 月 31 日に開催した“数学関連 3 学
会連携企画＜特別公開セッション＞「感染症に立ち向かう数理科学」”の後続企画です。数学・数理科学
の最新の研究成果の紹介も交えながら複眼的に新型コロナウイルス感染症とそこから派生する課題につ
いて理解するための企画であった前回を踏まえ、今回は 2017 年度 AIMaP 運営委員会委員も務められた
池森俊文氏を講師としてお招きし、経済と数理の両方が見渡せる専門家の視点で、社会が直面する喫緊
の課題を数学・数理科学の力で紐解くご講義を展開いただきました。 
 激動の銀 業界において要職を くお務めになられており、それらの豊富なまた最前線のご経験を背
景に新型コロナ問題における相容れない「３つの連立方程式」へのソリューションついて第１回 行動
制限と感染症モデル、第２回 家計・産業への影響を考える、のタイトルで二日間にわたって主として数
学的アプローチから連続講義を行っていただきました。まさに緊急事態宣言解除前後のタイミングで、
多くの人々がニューノーマルやそのための判断基準に高い関心を寄せる時期と重なりました。身近に感
じる生データを用いて数式によって、新型コロナウイルス感染状況と家計や経済への影響に切り込んで
いかれるスタイルのご講義は迫力満点でした。このレクチャーノートは、参加者のみならず非参加者に
対しても、当該分野の基礎事項の勉学に供し、また、先端的情報を提供するため、講義資料をとりまとめ
たものです。 

本チュートリアルが今後の数学・数理科学の研究および諸科学分野・産業への応用の一助となることを
願っています。 
 本チュートリアルは、AIMaP 事業（文部科学省）が主催いたしました。開催に際しては、AIMaP 協力
拠点皆様にご趣旨への賛同を賜り、多くの方に貴重なご講義への参加を賜ることができました。講師を
務めてくださった池森氏、開催協力いただいた全ての皆様にこの場をお借りして深く御礼申し上げます。 

AIMaP 事業 代表 佐伯 修 
九州 学マス・フォア・インダストリ研究所・所 

2021 年 3 月 
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新型コロナウィルスの日本の社会・経済への影響 

 中間集計（１） 

2020 年 6 月 18 日 
統計数理研究所統計思考院1

池森俊文 

＜要約＞ 

１．日本でも３月に入ってから本格的な「新型コロナ対策」を実施し、３月から４月にかけ 
ての感染者拡大を受けて「緊急事態宣言」が発令された。（4 月 7 日） 

２．それに伴って国内の経済活動は収縮し、卸売業・小売業、サービス産業（観光業など）、 
 製造業、農林水産業など、広範囲の業種で「新型コロナウィルス」の影響が現れ、多くの 
 業種でそれは現在も継続している。 

３．まずは足元の状況を切り抜ける方策が重要であるが、「ポストコロナ」への対応を模索 
 する動きも出始めている。今回の問題がワクチンや治療薬の開発によって最終解決して 

一過性のものとなるのか、或いは「パンデミック・リスク」として認識されて、今回の諸 
対応が新しい社会のルールとして定着するのか、家計や企業や政府は重要な判断を求め 

 られる。 

＜目次＞ 

１．感染拡大と行動規制の経緯 
２．経済活動の縮小 
 ２．１ 消費者意識調査 ２．２ 法人企業景気予測調査 ２．３ 卸・小売業の状況 
 ２．４ サービス産業の状況 ２．５ 鉱工業の状況 ２．６ 農林・水産業の状況 
 ２．７ 貿易の状況 ２．８ 訪日外国客の状況 ２．９ 雇用・失業の状況 
３．中間集計（１）のまとめと、（２）（３）の計画 

1 このレポートの内容は筆者の私見に基づくものであり、筆者の所属する組織の見解ではないことに注意 
願いたい。 
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 外国人観光客の激減や緊急事態宣言による営業自粛の対象となった宿泊業・飲食業、生活
関連・娯楽業、卸売業・小売業などで就業者数の減少が見られる。また、完全失業者数が 
徐々に増加しているほか、休業者（雇用者・自営業主で期間中に全く仕事をしなかった者）
の数が急増しており、それがそのまま失業者予備軍となる恐れがある。 

３．中間集計（１）のまとめと、（２）（３）の計画 

 新型コロナウィルスの感染拡大に伴う対外的な渡航規制・入国規制、国内向けの緊急事態
宣言による諸活動の自粛要請は、国内の経済活動の停滞をもたらし、家計および法人の財務
構造に大きな影響を引き起こしている。具体的には「収入の減少」、「売上高の減少」という
形で顕現化して、定常的な支出に対して収入が追い付かないことによる「資金ショート」が
起こり、それに持ちこたえるための現預金が枯渇すると、やがて自己破産や資金繰り倒産が
発生する事態となる。また、企業の決算は債務超過に陥り、上場廃止や赤字倒産が多発する
可能性も考えられる。 

 それを防止する施策として、国から個人への「特別定額給付金」や「一時金」の給付、個
人事業主等への「持続化給付金」や「持続化補助金」の給付、法人向けの政府系金融機関や
 間 融機関からの「危機対応融資」などが用意されているが、給付が間に合い（資金繰り
は待ったなしである）一時的には救済ができても、資金ショートの状況が く続けばそれに
応じて赤字幅は拡大していく。新型コロナウィルスの問題が 引けば、再度・再再度の資 
繰り支援が必要になる場合もあり得るのでる。 

 一方で（日本企業も含めて）世界の企業は、今回の新型コロナ問題を乗り越えた後の対応
についても迫られている。顧客の（ポストコロナ）行動様式の変化は、ワクチンや治療薬が
開発される迄は継続することが予想され、それが 期間に及んだり開発が不可能であった
場合には、世界の新しい行動様式としてそのまま定着することも考えられる。また、今回の
新型コロナ問題が将来の「パンデミック・リスク」（新たなウィルス感染拡大の危険性）と
して明確に認識されて、社会の組み立てをそれに対応したものにシフトさせていく動きに
なることも考えられる。 
 ソシアルディスタンスを保つような座席の配置をするとすれば、鉄道やバスや航空機な
どの公共交通機関の輸送力は低下して、公共交通システムの在り方を新たに設計を行う必
要がある。またそれらの採算性を考慮すると料金は相当に高いものになる。この問題は観劇
や映画や音楽などの文化事業や、スポーツ観戦についても同様である。 
 工場やオフィスでも、従業員同士の配置を一定距離以上に離した設計に変更するとすれ
ば、大きなスペース費の増加となる。それに対して、活動のプロセスをデジタル化すること
によって、従業員同士の接触を回避する方向性も考えられるが、それが可能な業種・業務は
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限定されており、物流や建設業や相当範囲のサービス業については、それに直ちに対応する
ことは技術的にも資金的にも（或いは採算的にも）不可能であろう。 

 世界の製造業では、今回の新型コロナ問題の前には、リカードの自由貿易理論に基づいて
「グローバルなサプライチェーン（供給網）」を世界的に構築することが行われてきたが、
「世界の工場」であった中国が今回の感染源となったこともあり、それが大きく破綻してし
まった。日本も含めて世界の製造業にとって、このサプライチェーンの再構築が大きな課題
となっている。今回の新型コロナ問題の終息を睨んで、現状の回復を目指すのか、或いは新
たなスタイルのサプライチェーンの構築を目指すのか、岐路に立たされている。 

 以上のような問題意識の下で中間集計（２）では、損益分岐点分析に基づいて家計や企業
に資金ショートが発生するメカニズムを整理した後に、政府による資金繰り支援策の概要
と政府系 融機関や 間 融機関による「緊急対応融資」の概要、及びそれらの残高の積み
上がり状況をトレースすることにしたい。その一方で、今回の新型コロナに起因する「倒産
発生の状況」などの整理を行いたい。 

 また、中間集計（３）では、中小企業統計等に基づいて金融機関が新型コロナ問題に伴う
「ストレス・シナリオ」を構成する方法について考察したい。併せて日本の国債残高問題（財
政問題）、日銀の財務構造問題などについても考察することとしたい。 

                                     以 上 
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新型コロナウィルスの日本の社会・経済への影響 

中間集計（４）：最近の感染者発生状況など 

2020 年 7 月 7 日 

統計数理研究所統計思考院 池森俊文1

＜要約＞ 

１． 国内の感染者が首都圏を中心に再び増加を始めて、流行曲線に第二波を形成中である。 
 また、都道府県を跨ぐ移動の自粛が全面解除（6/19）されて、感染が再度、全国各地に広 

がりつつある。 
２． 6/29 に世界の新型コロナウィルスの感染者が 1000 万人を超えた。感染者を多く出し 
 ている国々で引き続き拡大を続けており、世界の新型コロナ感染はしばらく収まりそう 

にない。 
３．移動制限解除に伴い、感染が再び感染終息値に広がる様子をシミュレーションした。 
 クラスター感染が発生すると、更に感染が拡大する可能性がある。 
４．古典的ＳＩＲモデルの課題を修正して新しいＳＩＲモデルを構成した。新しいモデル 
 では、(1)感染拡大時にピークが尖る、(2)感染期間中パラメータが安定しない、(3)感染 

終息時になかなか感染が収まらなかったり再拡大（第二波）する、などの現象を説明する 
 ころができる。 

（注）第二波は 7/7 の段階で、ピークを打つ気配があるが予断は許さない。

＜目次＞ 

１． 最近の感染者発生の状況 
 １．１ 日本の状況 １．２ 世界の状況 １．３ 分析結果 
２． 移動制限会場のシミュレーション（参考） 
 ２．１ モデル ２．２ シミュレーション ２．３ 結果 
３．ＳＩＲモデル再考 
 ３．１ 必要性 ３．２ 新しいＳＩＲモデルの枠組み 

＜補足資料＞ Π＜１／ｎの証明 

1 このレポートの内容は筆者の私見に基づくものであり、筆者の所属する組織の見解ではないことに注意 
願いたい。 
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新型コロナウィルスの日本の社会・経済への影響 

中間集計（５）：日本の財政問題への影響 

2020 年 7 月 10 日 
統計数理研究所統計思考院 池森俊文1

＜要約＞ 

１．第１号、第２号補正予算による新型コロナ対策（医療体制整備、困難者支援、経済対策 
等）は不可 なものであったが、  で、我が国の 期的課題である財政健全化は きく

 後退することになった。 
２．IMF が定期的に発表する６月の世界経済見通しでは、今回の新型コロナウィルス感染 
 の世界的な拡大が予想以上に世界経済に打撃を与えていることを踏まえて、４月発表の 
 見通しを下方に改定して 2020 年の世界の GDP 成 率▲4.9％（日本の GDP 成 率▲
 5.8％）とした。 
３．これらの(1)補正予算による国債追加発行、(2)日本の GDP 成 率の低下 通しを反映
 させて、今年 1  に内閣府が発表した「中 期の経済財政に関する試算」の限界的な修正 

計算を試みた。その結果、財政健全化計画は大きく後退することになり、基礎的財政収支 
の 字化は先送りとなり、公社債残 ／GDP 比率は高止まりするという結果となった。 

４．今後の対応策としての基礎的財政支出の圧縮は、それぞれの事情でなかなか難しいもの 
 と予想される。世界各国も、新型コロナ対策で国債発行による経済対策を行ったが、対 

GDP 比率で見ると、日本は米国に次いで大規模な対策を行ったことが判る。 

＜目次＞ 

１．補正予算による政府の支援策 
２．IMF の世界経済見通し（WEO） 
３．内閣府「中 期の経済財政の試算」の修正計算 
 ３．１ 中 期の経済財政に関する試算
 ３．２ 補正予算、IMF 見通しによる修正計算 
 ３．３ 財政支出圧縮の難しさ 
 ３．４ 各国の新型コロナ対策の公的債務への影響 

1 このレポートの内容は筆者の私見に基づくものであり、筆者の所属する組織の見解ではないことに注意 
願いたい。 

92



























新型コロナウィルス感染の日本の社会・経済への影響

－感染拡大から半年間の状況－

年 月 日
統計数理研究所統計思考院

池森俊文

＜要約＞

１．感染拡大の第二波が収縮しつつある中、政府の進める「 キャンペーン」が実施
される。今年２月以降の日本における「新型コロナ」対応の経緯を振り返った。

２．この半年間の「新型コロナ禍」における国内消費者・企業の意識の変遷、産業別の企業
実績や雇用状況について概観した。多くの業種において、売上高の減少等による業況悪化
が見られ、その影響は未だにコロナ禍前の状態に戻っていない。

３．今回の新型コロナ問題では、 国民の健康・生命を守る、 ２ 経済・文化活動の停滞
を最小限に抑える、 大幅に傷んだ国家財政を立て直す、 ポストコロナの新しい経済
・社会を構築する、という必ずしも相容れない連立方程式を解くことが要請されている。
これらは、新型コロナ対応と同時並行で考えて行くべき重要課題である。

＜目次＞

１．国内の感染状況と行動制限・解除・経済振興策の経緯
２．消費者・企業の意識の動向
２．１ 消費者意識調査 ２．２ 法人企業景気予測調査

３．産業別の動向
３．１ 卸・小売業の状況 ３．２ サービス産業の状況 ３．３ 鉱工業の状況
３．４ 農林・水産業の状況 ３．５ 貿易の状況 ３．６ 訪日外国客の状況
３．７ 雇用・失業の状況

４．まとめ
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（２）
３月後半から４月にかけては新規感染者数が更に拡大を続け、政府は４月７日に首都圏

４都県（埼玉、千葉、東京、神奈川）と大阪、兵庫、福岡に対して「５月６日を期限とする
緊急事態宣言」を発令し、４月１６日にはそれを全都道府県に拡大させた。
緊急事態宣言の下では、各都道府県単位で行動制限の措置がとられ、その結果、日本各地

の繁華街や商業地で人通りが途絶え、会社員や公務員は時差出勤や在宅勤務（テレワーク）
が要請され、主要な商業施設や遊興施設などは休業が要請された。
５月６日が期限であった緊急事態宣言は一旦５月３１日まで延長されたが、新規感染者

のペース・ダウンを受けて、北海道、首都圏４都県、京都、大阪、兵庫を除く３９県で５月
１４日に解除となり、５月２１日には京都、大阪、兵庫で、５月２５日にはすべての都道府
県で解除となった。
安倍首相は 月 日の記者会見で「・・・日本ならではのやり方で、わずか１か月半で

今回の流行をほぼ終息させることができた」と感染の封じ込めの成功を強調した。しかし
一方で「・・感染予防を怠ったとたんに感染が広がっていく・・」とも言及して、引き続き
リスクが存在することを示唆した 。結果としてこの懸念が当たってしまった。
（３）
新型コロナウィルスの新規感染者数は、 の週から再び増加を始めて「感染拡大

の第二波」を形成することになった。 月 日に全国の都道府県間の移動の自粛が解除さ
れて以降、新型コロナウィルスの新規感染者数が再び増加していき、一旦首都圏に押し込め
られていた感染状況も、再度、全国各地に広がっていった。
この新型コロナウィルス感染拡大第二波の最中に、低迷する観光業の振興を目的として、

需要喚起のための「 キャンペーン」が 月 日から実施されて、感染拡大の
第二波は第一波を大きく超える規模で拡大した。 の週にピークを打って現在は縮小
をつづけているが、 月後半からは東京都の 時までの時短制限が解除されるほか、その
他の「 キャンペーン 」の開始も計画されていて、これらは基本的に「３密の促進」
を伴う施策であることから、今後の感染者発生の動向が懸念される。

ニュース（ ）「１か月でほぼ収束」安倍首相、コロナ対策の成功協調
キャンペーン事業 予算額 億円

（経済産業省、中小企業庁、国土交通省観光庁、農林水産省）
新型コロナウィルスの感染拡大は、観光需要の低迷や、・・地域の多様な産業に対し甚大な被害を与え
ている。このため、新型コロナウィルス感染症の流行収束後には、日本国内における人の流れと街の
にぎわいを創り出し、地域を活性化するための需要喚起が必要。
（まずは、感染防止を徹底し、雇用の維持と事業の継続を最優先に取り組むとともに、）・・観光・運輸
業、飲食業、イベント・エンターテイメント業などを対象とし、期間を限定した官民一体型の需要喚起
キャンペーンを講じる。

（ ～）、 （ 月中旬～）、 （ 月～）、 商店街
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する連立方程式（課題）を同時に解くことが要請されている。
いずれも施策実施の途中であるが、これまでの経過を振り返りながら現状を分析し、必要

に応じて軌道修正や新たな体制作りを行う必要がある。例えば、以下のような事項である。
では、
日本としての「ワクチン」や「治療薬」の開発体制は十分か。
（予算・人材投入など）

今回の出来事を分析し対策を打つためのデータ収集・公開は十分か。
緊急時の国と都道府県の情報交換・情報収集、医療支援等は連携できているか。
（検査体制、病床確保など）
では、
政府として実施した各種の支援・救済策は実効が上がったのか。
（国民１人当り一律に配布した１０万円は本当に必要だったのか）
（家賃支援や雇用調整の給付金等は需要回復が遅れる中で間に合っているか）

・・・損害額は時間の関数である・・
経済・文化活動の活性化策はどの程度の効果があるのか。
（外国客が戻らない中、国内客（割引があり高級志向）で観光業が復活するのか）

これから更に追加的な施策が必要になるか。
（予備費 兆円の支出をどうするか）
はこれからの課題である。
まず、国家の財政が極めて困難な状態にあることの自覚が必要である。
（かつ、それを行った政府が、問題解決の糸口を示す責任がある）

ＭＭＴに依拠するならば、その有効性についての十分な説明が必要である。
日銀のバランス問題についても同様である。
は、今回の救済策によって、構造転換が必要な企業に対しても「延命措置」を行った
可能性がある。また、今回の新型コロナ問題によって、放置していたいくつかの課題が
明らかになったものがある。今後に向けての検討課題もある。
（多額の政府保証融資・無利息融資の焦げ付きの可能性）
（政府・企業のデジタル化問題）、（製造業等のサプライチェーンの問題）
（ ２削減の問題）、（新しい行動様式における「単価設定／採算」の問題）
（新しい行動様式におけるオフィス設計、人事管理、営業方式など）
（外国人の人材・労働力確保の問題）など

これらは、新型コロナ対応と同時並行で考えて行くべき重要課題である。

以 上
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---------------------------------------------------------------------------------------------------- 
お断り（2021 年 3 月 8 日追記） 
一連のレポートでは新規感染者数の日次データに含まれる「ノイズ」を解消するために、週
次データに合算したものを分析してきましたが、次レポート「新型コロナウィルス感染者に
ついての基礎分析 国内の地域別新規感染者数の因子分析ほか 2020 年 11 月 9 日」では
執筆時速報性を重要視し、敢えて因子分析を日次データによって行っています。そのため
「ノイズ」による影響が懸念される点予めご了承願います。 
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新型コロナウィルス感染者についての基礎分析

－国内の地域別新規感染者数の因子分析ほか－

年 月 日

統計数理研究所統計思考院 池森俊文

＜要約＞

１．国内では感染拡大第三波が立ち上がりつつある。
２．国内の新型コロナ感染者数の地域的連動性を見るために、 月 日時点の累計感染者数が 人

を超える都道府県について、 週間ごとの新規感染者数の推移の「因子分析」を行った。
通期（ ）では、日本全国因子（ ％）、首都圏因子（ ％）、神奈川県因子（ ％）、
北海道因子（ ％）が抽出された。
第二波期間（ ）では、東日本・西日本・その他地域にまたがる日本全国因子（ ％）、
中部・西南日本因子（ ％）、北海道・神奈川県因子（ ％）が抽出された。この期間には、日本
全体の新規感染者の発生が連動している様子が判る。
最近（第三波立ち上がり： ）では、日次データの分析という限界があるものの、日本の
各地の多様性が観測された。

３．世界の新型コロナの感染状況は依然として深刻である。全世界の累計感染者数の 万人越え、
米国の累計感染者数の 万人越えは時間の問題である。
最近の感染状況を見ると、米国、欧州諸国での感染者増加ペースが更に加速している。

＜目次＞

１．地域別新規感染者の推移
２．地域別新規感染者数の因子分析（通期： ）

２．１ 因子分析の概要 ２．２ 因子分析の結果
３．第二波の状況、最近（第三波立ち上がり）の状況

３．１ 第二波の状況 ３．２ 最近（第三波立ち上がり）の状況
４．世界の感染状況

このレポートの内容は筆者の私見に基づくものであり、筆者の所属する組織の見解ではないことに注意
願いたい。
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新型コロナウィルス感染者についての基礎分析

－地域別新規感染者数の因子分析（２）－

年 月 日

統計数理研究所統計思考院 池森俊文

＜要約＞

１．新型コロナウィルス感染拡大第三波の勢いは止まらず、第一波・第二波の水準を大きく
超えて拡大中である。

２．今回の感染拡大第三波の特徴は以下のとおりである。
（１）ピークが地域によって異なること
（２）感染が全国各地で拡大していること
（３）死者数が増えていること

３．「新型コロナ感染拡大の地域間の相互関係」を見るために、第一波・第二波と第三波に
分けて各地域の新規感染者数の変動の相関係数を見た後に、因子分析を行った。
（第一波・第二波）

第１因子＋第２因子：全国要因 第３因子：北海道要因
（第三波）

第１因子：首都圏要因 第２因子：北海道・愛知・大阪（先行地域）要因
第３因子：沖縄要因

＜目次＞

１．国内新規感染者数の推移
２．感染拡大第三波の特徴
３．新型コロナ感染拡大の地域間の連動性
４．第一波・第二波の因子分析
５．第三波の因子分析

＜補足説明＞

このレポートの内容は筆者の私見に基づくものであり、筆者の所属する組織の見解ではないことに注意
願いたい。

134























MIレクチャーノートシリーズ刊行にあたり

本レクチャーノートシリーズは、文部科学省 21世紀 COEプログラム「機
能数理学の構築と展開」（H.15-19年度）において作成した COE Lecture Notes 
の続刊であり、文部科学省大学院教育改革支援プログラム「産業界が求める
数学博士と新修士養成」（H19-21年度）および、同グローバル COEプログラ
ム「マス・フォア・インダストリ教育研究拠点」（H.20-24年度）において行
われた講義の講義録として出版されてきた。平成 23年 4月のマス・フォア・
インダストリ研究所（IMI）設立と平成 25年 4月の IMIの文部科学省共同利用・
共同研究拠点として「産業数学の先進的・基礎的共同研究拠点」の認定を受け、
今後、レクチャーノートは、マス・フォア・インダストリに関わる国内外の
研究者による講義の講義録、会議録等として出版し、マス・フォア・インダ
ストリの本格的な展開に資するものとする。

平成 30年 10月
マス・フォア・インダストリ研究所

所長 佐伯修

令和２年度 AIMaP チュートリアル
新型コロナウイルス感染症にかかわる諸問題の数理

発 行  2021年３月22日
著 者 池森 俊文
発 行 九州大学マス・フォア・インダストリ研究所

九州大学大学院数理学府
〒819-0395 福岡市西区元岡744
九州大学数理・IMI事務室
TEL 092-802-4402 FAX 092-802-4405
URL http://www.imi kyushu-u.ac.jp/

印 刷 城島印刷株式会社
〒810-0012 福岡市中央区白金 2 丁目 9 番 6 号
TEL 092-531-7102 FAX 092-524-4411



シリーズ既刊

Issue Author／Editor Title Published

COE Lecture Note Mitsuhiro T  NAKAO 
Kazuhiro YOKOYAMA

Computer Assisted Proofs - Numeric and Symbolic Approaches - 
199pages

August 22, 2006 

COE Lecture Note M J Shai HARAN Arithmetical Investigations - Representation theory, Orthogonal 
polynomials and Quantum interpolations-  174pages

August 22, 2006 

COE Lecture Note Vol 3 Michal BENES 
Masato KIMURA 
Tatsuyuki NAKAKI

Proceedings of Czech-Japanese Seminar in Applied Mathematics 2005  
155pages October 13, 2006

COE Lecture Note Vol 4 宮田 健治 辺要素有限要素法による磁界解析 -機能数理学特別講義  21pages May 15, 2007

COE Lecture Note Vol 5 Francois APERY Univariate Elimination Subresultants - Bezout formula, Laurent series 
and vanishing conditions -  89pages

September 25, 2007

COE Lecture Note Vol 6 Michal BENES 
Masato KIMURA 
Tatsuyuki NAKAKI

Proceedings of Czech-Japanese Seminar in Applied Mathematics 2006  
209pages

October 12, 2007

COE Lecture Note Vol 7 若山 正人 
中尾 充宏

九州大学産業技術数理研究センター キックオフミーティング  
138pages

October 15, 2007

COE Lecture Note Vol 8 Alberto PARMEGGIANI Introduction to the Spectral Theory of Non-Commutative Harmonic 
Oscillators  233pages

January 31, 2008

COE Lecture Note Vol 9 Michael I TRIBELSKY Introduction to Mathematical modeling  23pages February 15, 2008

COE Lecture Note Vol 10 Jacques FARAUT Infinite Dimensional Spherical Analysis  74pages March 14, 2008

COE Lecture Note Vol 11 Gerrit van DIJK Gelfand Pairs And Beyond  60pages August 25, 2008

COE Lecture Note Vol 12 Faculty of Mathematics, 
Kyushu University

Consortium “MATH for INDUSTRY” First Forum  87pages September 16, 2008

COE Lecture Note Vol 13 九州大学大学院 
数理学研究院

プロシーディング「損保数理に現れる確率モデル」 
― 日新火災・九州大学 共同研究2008年11月 研究会 ― 82pages

February 6, 2009



シリーズ既刊

Issue Author／Editor Title Published

COE Lecture Note Vol 14 Michal Beneš,  
Tohru Tsujikawa 
Shigetoshi Yazaki

Proceedings of Czech-Japanese Seminar in Applied Mathematics 2008  
77pages

February 12, 2009

COE Lecture Note Vol 15 Faculty of Mathematics, 
Kyushu University

International Workshop on Verified Computations and Related Topics  
129pages

February 23, 2009

COE Lecture Note Vol 16 Alexander Samokhin Volume Integral Equation Method in Problems of Mathematical Physics  
50pages

February 24, 2009

COE Lecture Note Vol 17 矢嶋 徹 
及川 正行 
梶原 健司 
辻 英一 
福本 康秀

非線形波動の数理と物理  66pages February 27, 2009

COE Lecture Note Vol 18 Tim Hoffmann Discrete Differential Geometry of Curves and Surfaces  75pages April 21, 2009

COE Lecture Note Vol 19 Ichiro Suzuki The Pattern Formation Problem for Autonomous Mobile Robots 
―Special Lecture in Functional Mathematics― 23pages

April 30, 2009

COE Lecture Note Vol 20 Yasuhide Fukumoto 
Yasunori Maekawa

Math-for-Industry Tutorial: Spectral theories of non-Hermitian 
operators and their application 184pages

June 19, 2009

COE Lecture Note Vol 21 Faculty of Mathematics,  
Kyushu University

Forum “Math-for-Industry” 
Casimir Force, Casimir Operators and the Riemann Hypothesis
95pages

November 9, 2009

COE Lecture Note Vol 22 Masakazu Suzuki 
Hoon Hong 
Hirokazu Anai 
 Chee Yap 
Yousuke Sato 
Hiroshi Yoshida

The Joint Conference of ASCM 2009 and MACIS 2009:  
Asian Symposium on Computer Mathematics Mathematical Aspects of 
Computer and Information Sciences  436pages

December 14, 2009

COE Lecture Note Vol 23 荒川 恒男 
金子 昌信

多重ゼータ値入門 111pages February 15, 2010

COE Lecture Note Vol 24 Fulton B Gonzalez Notes on Integral Geometry and Harmonic Analysis 125pages March 12, 2010

COE Lecture Note Vol 25 Wayne Rossman Discrete Constant Mean Curvature Surfaces via Conserved Quantities  
130pages

May 31, 2010

COE Lecture Note Vol 26 Mihai Ciucu Perfect Matchings and Applications 66pages July 2, 2010



シリーズ既刊

Issue Author／Editor Title Published

COE Lecture Note Vol 27 九州大学大学院 
数理学研究院

Forum “Math-for-Industry” and Study Group Workshop 
Information security, visualization, and inverse problems, on the basis 
of optimization techniques 100pages

October 21, 2010

COE Lecture Note Vol 28 ANDREAS LANGER MODULAR FORMS, ELLIPTIC AND MODULAR CURVES 
LECTURES AT KYUSHU UNIVERSITY 2010 62pages

November 26, 2010

COE Lecture Note Vol 29 木田 雅成 
原田 昌晃 
横山 俊一

Magmaで広がる数学の世界 157pages December 27, 2010

COE Lecture Note Vol 30 原 隆 
松井 卓 
廣島 文生

Mathematical Quantum Field Theory and Renormalization Theory
201pages

January 31, 2011 

COE Lecture Note Vol 31 若山 正人 
福本 康秀 
高木 剛 
山本 昌宏

Study Group Workshop 2010 Lecture & Report 128pages February 8, 2011

COE Lecture Note Vol 32 Institute of Mathematics  
for Industry, 
Kyushu University

Forum “Math-for-Industry” 2011 
“TSUNAMI-Mathematical Modelling” 
Using Mathematics for Natural Disaster Prediction, Recovery and 
Provision for the Future 90pages

September 30, 2011

COE Lecture Note Vol 33 若山 正人 
福本 康秀 
高木 剛 
山本 昌宏

Study Group Workshop 2011 Lecture & Report 140pages October 27, 2011

COE Lecture Note Vol 34 Adrian Muntean 
Vladimír Chalupecký

Homogenization Method and Multiscale Modeling 72pages October 28, 2011

COE Lecture Note Vol 35 横山 俊一 
夫 紀恵 
林 卓也

計算機代数システムの進展 210pages November 30, 2011

COE Lecture Note Vol 36 Michal Beneš 
Masato Kimura 
Shigetoshi Yazaki

Proceedings of Czech-Japanese Seminar in Applied Mathematics 2010 
107pages

January 27, 2012 

COE Lecture Note Vol 37 若山 正人 
高木 剛 
Kirill Morozov 
平岡 裕章 
木村 正人 
白井 朋之 
西井 龍映 
栄 伸一郎 
穴井 宏和 
福本 康秀

平成23年度 数学・数理科学と諸科学・産業との連携研究ワーク
ショップ 拡がっていく数学 ～期待される “見えない力”～ 
154pages

February 20, 2012



シリーズ既刊

Issue Author／Editor Title Published

COE Lecture Note Vol 38 Fumio Hiroshima 
Itaru Sasaki 
Herbert Spohn 
Akito Suzuki

Enhanced Binding in Quantum Field Theory 204pages March 12, 2012

COE Lecture Note Vol 39 Institute of Mathematics  
for Industry,  
Kyushu University

Multiscale Mathematics: Hierarchy of collective phenomena and 
inter relations between hierarchical structures 180pages

March 13, 2012

COE Lecture Note Vol 40 井ノ口順一 
太田 泰広 
筧 三郎 
梶原 健司 
松浦 望

離散可積分系・離散微分幾何チュートリアル2012 152pages March 15, 2012

COE Lecture Note Vol 41 Institute of Mathematics 
for Industry,
Kyushu University

Forum “Math-for-Industry” 2012 
“Information Recovery and Discovery” 91pages

October 22, 2012

COE Lecture Note Vol 42 佐伯 修
若山 正人
山本 昌宏

Study Group Workshop 2012 Abstract, Lecture & Report 178pages November 19, 2012

COE Lecture Note Vol 43 Institute of Mathematics 
for Industry, 
Kyushu University

Combinatorics and Numerical Analysis Joint Workshop 103pages December 27, 2012

COE Lecture Note Vol 44 萩原 学 モダン符号理論からポストモダン符号理論への展望 107pages January 30, 2013

COE Lecture Note Vol 45 金山 寛 Joint Research Workshop of Institute of Mathematics for Industry 
(IMI), Kyushu University 
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